
























































における確率評価関数である。これは確率が 1（＝ 100 ％）が少しでも減じた時の，その評価
18
図表１　消費者情報処理理論における概念モデル�























































































































































（１） Ａ．確実に 100 万円もらえる
Ｂ．5％の確率で 1000 万円，90 ％の確率で 100 万円，5％の確率でなにももらえないくじを１度だけひく
（２） Ａ．確実に 100 万円もらえる
Ｂ．5 ％の確率で 500 万円，90 ％の確率で 50 万円，5 ％の確率でなにももらえないくじを 2 回ひき，合計
金額をもらう（2 回とも 500 万円当たれば，合計 1000 万円。逆に 2 回ともはずれであれば 0 円。１回でも
500 万円当たれば当然 500 万円もらえる）
（３） Ａ．確実に 100 万円もらえる
Ｂ．5％の確率で 100 万円，90 ％の確率で 10 万円，5％の確率でなにももらえないくじを 10 回ひき，合計
金額をもらう（10 回とも全部 100 万円当たれば，合計 1000 万円。逆に全部はずれであれば 0円。１回でも
100 万円当たれば当然 100 万円もらえる）
（４） Ａ．確実に 100 万円もらえる
Ｂ．4分の 1（25 ％）の確率で赤玉，4分の 1（25 ％）の確率で青玉，50 ％の確率で黄玉がでるくじを 2度
ひく。2回とも赤玉なら 1000 万円，2回とも青玉ならなにももらえない，それ以外なら全て 100 万円もらえ
る
（５） Ａ．確実に 100 万円もらえる
Ｂ．40 ％の確率で赤玉，40 ％の確率で青玉，20 ％の確率で黄玉がでるくじを 3 度ひく。3 回とも赤玉なら







































Ａ．50％の確率で 100 万円，50 ％の確率でなにももらえないくじを 1度だけひく




























































































































































































































































































































































である。問 2（3）より（4）が，（9）より（10）がその程度が大きい。係数が 2.56 から 3.33
に増大しているのもモデル整合的である。検定量も条件を満たしている。






























































































































































































































































































































































巻第 2号（通巻 119 号），学習院大学経済学会，131-155.
豊田尚吾（2004）.生活者のリスク認知と評価に関するデータ分析（Ⅱ），学習院大学経済論集
第 40 巻第 4号（通巻 121 号），学習院大学経済学会，.






（１） Ａ．50％の確率で 100 万円，50 ％の確率でなにももらえないくじを 1度だけひく
Ｂ．25 ％の確率で 200 万円，75 ％の確率でなにももらえないくじを 1度だけひく


































































































Ｂ．5％の確率で 1000 万円，90 ％の確率で 100 万円，5％の確率でなにももらえないくじを 1度だけひく
（３） Ａ．確実に 100 万円もらえる
Ｂ．5％の確率で 500 万円，90 ％の確率で 50 万円，5％の確率でなにももらえないくじを 2回ひき，合計金額
をもらう（2回とも 500 万円当たれば，合計 1000 万円。逆に 2回ともはずれであれば 0円。1回でも 500 万円
当たれば当然 500 万円もらえる）
（４） Ａ．確実に 100 万円もらえる
Ｂ．5 ％の確率で 100 万円，90 ％の確率で 10 万円，5 ％の確率でなにももらえないくじを 10 回ひき，合計金
額をもらう（10 回とも全部 100 万円当たれば，合計 1000 万円。逆に全部はずれであれば 0円。1回でも 100 万
円当たれば当然 100 万円もらえる）
（５） Ａ．確実に 100 万円もらえる
Ｂ．4 分の 1（25 ％）の確率で赤玉，4 分の 1（25 ％）の確率で青玉，50 ％の確率で黄玉がでるくじを 2 度ひ
く。2回とも赤玉なら 1000 万円，2回とも青玉ならなにももらえない，それ以外なら全て 100 万円もらえる
（６） Ａ．確実に 100 万円もらえる
Ｂ．40 ％の確率で赤玉，40 ％の確率で青玉，20 ％の確率で黄玉がでるくじを 3 度ひく。3 回とも赤玉なら
1000 万円，3回とも青玉ならなにももらえない，それ以外なら全て 100 万円もらえる
（７） まず，参加料として 1万円取られる。その後，Ａ，Ｂのどちらかを選ぶ。
Ａ．50％の確率で 100 万円，50 ％の確率でなにももらえないくじを 1度だけひく
Ｂ．25 ％の確率で 200 万円，75 ％の確率でなにももらえないくじを 1度だけひく
（８） まず，参加料として 1万円取られる。その後，Ａ，Ｂのどちらかを選ぶ。
Ａ．確実に 100 万円もらえる
Ｂ．5％の確率で 1000 万円，90 ％の確率で 100 万円，5％の確率でなにももらえないくじを 1度だけひく
（９） まず，参加料として 1万円取られる。その後，Ａ，Ｂのどちらかを選ぶ。
Ａ．確実に 100 万円もらえる
Ｂ．5％の確率で 500 万円，90 ％の確率で 50 万円，5％の確率でなにももらえないくじを 2回ひき，合計金額




Ｂ．5 ％の確率で 100 万円，90 ％の確率で 10 万円，5 ％の確率でなにももらえないくじを 10 回ひき，合計金




Ｂ．4 分の 1（25 ％）の確率で赤玉，4 分の 1（25 ％）の確率で青玉，50 ％の確率で黄玉がでるくじを 2 度ひ
く。2回とも赤玉なら 1000 万円，2回とも青玉ならなにももらえない，それ以外なら全て 100 万円もらえる
（12） まず，参加料として 1万円取られる。その後，Ａ，Ｂのどちらかを選ぶ。
Ａ．確実に 100 万円もらえる
Ｂ．40 ％の確率で赤玉，40 ％の確率で青玉，20 ％の確率で黄玉がでるくじを 3 度ひく。3 回とも赤玉なら
1000 万円，3回とも青玉ならなにももらえない，それ以外なら全て 100 万円もらえる
問 2.以下の質問にお答えください。ただし，必ず，1の質問に御回答いただいた後でご記入いただきますよう，お願い
します。
（１）確実に 100 万円もらえる喜びを 100 としたとき，以下のくじはどの程度の価値があるか，具体的な数値を記入し
てください（70など）






















（８）今，あなたは 100 万円を預かりました。この 100 万円は 5 年間後に返さなければなりません。しかし，その運用
利益（利子など）はあなたのものになります。あなたはこの 100 万円をＡ：元本保証の金融商品（定期預金など），Ｂ：
株・投資信託などのハイリスク・ハイリターン商品をどのように組み合わせて運用しますか。





＜問 1＞ここで「1 ： A が非常に好ましい，2 ： A が好ましい，3 ：どちらかというと Aが好ましい，4 ：どちらとも
いえない，5：どちらかというと Bが好ましい，6： Bが好ましい，7： Bが非常に好ましい」を表している
また比較しやすさを考え，問 1（1）-（7）という対応で表示している
生活者のリスク認知と評価に関するデータ分析（Ⅲ）（豊田）
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＜問 2＞データの詳細は，資料 1の設問と対照のこと
生活者のリスク認知と評価に関するデータ分析（Ⅲ）（豊田）
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